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 2021 年より 17 回にわたり、横浜市中区関内エリアをはじめ 6 地域で、市民、自治

体関係者、民間企業職員、大学の研究者や学生等共に、ウェルビーイング向上に寄与する
街中の要素を探索する調査活動（イネーブリングシティ・ウォーク：ECW）を行ってき
た。 

 ECW では、実際に街を歩きながら、参加者一人一人がスマホから街の要素に対する
主観を投稿する。この活動は、デジタルを活用した新しい協働型の街づくりであると共
に、今後、ウォーカブルな街やグリーン社会の形成に寄与するものと考えられる。 

 データの蓄積が進み、多くの人が共通して抱く街の要素に対する感情や、数は少ない
がユニークな意見まで、多種多様な主観データから得られ始めている。そこで本論文で
は、データの分析と ECW の今後のまちづくりへの応用可能性、そして ECW と言う活動
自体が持つ街づくりツールとしての価値について考察する。 
 


